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あとがき 

 消化吸収研究会は、1985年、日本消化吸収学会に発展、今日にいたっているが、会誌「消化と吸収」

も1989年から年2回刊行されることになり、3年目を迎えた。この間に演題の内容は充実の一途をたどり、

一般演題をみても33 題（1985）、33題（1986）、39題（1987）、38 題（1988）、33 題（1989）、33 題（1990）、

本年度は39題が発表された。 

 消化器病学のうち、消化吸収と限定した、いわば特定された内容についての発表の場であり、従って

極めて専門的な討論がなされる場になっている。本年度は第22 回日本消化吸収学会総会における講

演のうち、特別講演、シンポジウム、パネルディスカッションを既にNo.1として掲載した。今回、No.2には

一般演題を掲載した。一般演題で報告された研究を症例、臨床研究、基礎研究に分けてみると、それぞ

れ4 題、11 題、24 題と基礎研究の発表が多いことがわかり、本学会のめざす目的に沿う展開が認め

られる。 

 また、発表者の所属する組織別にみると大学からの発表が35題で最も多いが、大学以外の病院が関

連している演題が1題、さらに企業からも3演題が報告され、巾の広い研究者層が、本学会に寄与してい

ることがわかる。第23回の日本消化吸収学会は、初めて、会場を東京から神戸にうつし、兵庫医科大学

の下山孝教授が会長をつとめられる。益々、全国的レベルに発展していくであろう。 
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